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2023 年 9月 14日（木）　第2658回
会長あいさつ� 会�長　佐々木　由美子

　皆さんこんにちは。
　最近のニュースで宮城県内のコロナ感染者
が急増、全国 2番目の多さだと報じられてお
りました。　私の身近でもワクチン接種をし
たのに２回コロナに感染した方も出てきてお
りますし、またさらには冬に流行するという
イメージのインフルエンザの患者数も大幅に
増加傾向だそうです。
　日々、手洗い・マスク・十分な睡眠等体調
管理が欠かせないと思いますが、それらも含めて最近
の感染状況について本日のスピーチで甘糟仁会員より

お話をお伺いしたいと思います。

　さて病気や医療に関係する言葉で「看病」という言葉があります。　意味は誰で
もご存じの通りに病人を看護することですが、これが仏教からきた言葉であること
を知っている人は少ないと思います。
　もともと「看病」とは、僧侶が病人のために念仏を唱えたり、仏法を説いたりす
ることで病の苦痛を和らげることがその意味でした。　古いお経で『梵

ぼん

網
もう

経
きょう

』とい
うものがありますがその中でも看護が仏教の重要な行いであることが説かれています。
　「看病」とはつまり、病気を治したり癒す行為そのものを指したわけでした。
　さていよいよ僧侶の出番と言えば、お亡くなりになられた後の「枕

まくらぎょう

経」のお勤め
からというイメージですがこれも元々はそうではありませんでした。
　この「枕経」ですが、正式には「臨

りんじゅうごんぎょう
終勤行」といいます。

「臨終勤行」は浄土へ安らかに往生できるよう、まさに今いのちの灯がきえようとし
ている人の枕もとで僧侶がお経をお称えするのが正しい作法でした。
　先程申し上げた通り、病人のために念仏を唱えたり、仏法を説いたりすることで
病の苦痛を和らげる「看病」の行いになります。　
　でも現代は、病院あるいはご自宅であっても、まだいのちの
ある段階でのお勤めは一般的にはとてもシチュエーション的に
難しいことであります。
　仏教に対する価値観や理解は時代と共に変化してゆくことを、
こういうところにも垣間見ることが出来るのだなと僧侶の立場
で思うことでありました。　　　　　　　　　　　　　　合掌



2023 年９月 21日（木）　第2659回�例会
　皆さんこんばんは。
　本日は今年度初めての夜間移動例会で、この「炭火焼大ちゃん」を会場とさ
せていただきました。ありがとうございます。
　
　皆様方は「一献傾ける」という言葉を普段お使いになりますか？　お酒を振
る舞ったりする意味ですが、簡単に言い換えれば「一杯やる」です。
　「一献」とは少し古めかしい言葉ですが雅な雰囲気も漂うように感じません
か？
　だいぶ前の話になりますが、私が仏教を学び始めたばかりのころに出会った
恩師が実にさらりと「一献」という言葉をお使いになっていました。それがと
ても粋に聞こえて、自分もあのように「一献傾けませんか？」と言える粋な人
間になりたいものだと憧れを抱いて今日に至っております。
　その恩師がある時、またさらりとアドバイスをしてくれたことがありました。
それが「あまり頑張るな」でした。　
　それは努力するなということではなくて、「必要以上の頑張りは決して良いこ
とではない」ということです。
何事をするにも力こぶを入れすぎないように気をつけなさいということであり
ましょう。

　さて、ロータリークラブの新年度もスタートから 3か月が過ぎようとしてお
りますが、ここでこの先の予定をざっとおさらいしておきましょう。　
　来週の例会終了後にロータリー奉仕デー・地域清掃プロジェクト、翌週 10
月 4日水曜日にはガバナー公式訪問 3クラブ合同例会、3週目は夜間例会、22
日にはオータムフェスティバルでポリオ撲滅キャンペーン募金活動を予定しております。
　大河原ロータリークラブの年間行事の中で見れば、この先 1ヶ月間がいちばん予定満載となっております。　
是非各委員会、会員一丸となって有意義な活動をして参りましょう。
　各行事に際してその都度幹事からのお知らせ、また、FAXなどで告知して参りますので確認をお忘れなく

お願いいたします。
　各自ご予定などに合わせてくれぐれも「頑張りすぎないように」ロータリー活動
に楽しくご参加ください。
　
　秋を楽しむ良い季節がようやくやってきたようです。　おいしいお料理と共にお
いしいお酒を「一献傾けながら」今日は良い時間をお過ごしください。



2023 年 9月 28日（木）　第2660回�例会
　皆さんこんにちは。
　本日は例会終了後に大河原中学校にてグランドの清掃活動を行います。
　これは「ロータリー奉仕デー」地域清掃プロジェクトの活動になります。
奉仕は仏教では布施という行いになります。布施行には 7種類あります
が今回は自分の体を動かして誰かのために行う布施行なので「身施」と
呼ばれています。
　生徒さん方がのびのびと気持ちよく勉強に活動に励むことができるよ
うに、清掃奉仕の御布施をお贈りしましょう。
　会員の方々それぞれにご予定があると思いますが、可能な方は是非活
動にご参加下さいますようにお願いいたします。

　なお、次回の例会はガバナー公式訪問３クラブ合同例会となります。　
お日にち、時間などお間違えないようにご確認の上御出席くださいませ。




